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これまでのコラムでは、世の中の変革のダイナミズ

ム、「3Rイニシアティブ」誕生の背景及び国際会議

の舞台裏について気の向くままに綴ってきた。今回

は、このシリーズの締めくくりとして、「真の国際人とは」

という課題に対し私の思うところを綴ってみたい。

一般に、「国際人とは」と聞かれて真っ先に思

い浮かぶイメージは、「英語（又はその他の外国語）

を巧みに操り、海外の人達との円滑なコミュニケー

ションを通じて仕事をこなしていく人」というのが

大方の相場観であろうか。

確かにここでいう語学力と円滑なコミュニケー

ションは密接に結びついている。語学力が伴わ

なければコミュニケーションもままならないであろ

う。しかしながら語学が堪能というだけで円滑な

コミュニケーションが確保されるかというといささ

か疑問である。

しからば国際的文脈におけるコミュニケーショ

ン力というのはいかなるものであろうか。コミュニ

ケーションにとって大切なことは常に対象となる相

手が存在することである。対象となる相手はもち

ろん時と場合によって多様であるが、一貫して言

えるのは、まずは相手の懐の中に入り込み相手の

関心をひきつけ、その上で自分自身の主張したい

ことを相手側に確実に伝えることであろう。

またコミュニケーションは必ずしも1対1とは限ら

ない。いわゆるマルチの場合はなお困難が多い。こ

うした場において、やはり語学力がものをいうことと

なる。すなわちバイ、マルチを通じてスムーズな対話

ができる語学力をベースに、相手が心を拓くに十分

なオープンな態度で臨むことが肝要である。さらに

は、このような態度を裏打ちする人柄すなわち人間

力そのものが問われてくるのではないかと思われる。

このためには、国際的な場での経験の積み重

ねがものを言う。そして出来るだけ若いうちに経験

を重ねることが重要である。このため若いうちの

留学や海外での就業経験は紛れもなく貴重であ

る。自分自身を外の世界に晒すことは、自らを見

つめなおし、自分力を磨く格好の機会となるととも

に、語学力も自ずと身に着くことにもなるであろう。

こうしたことが総合化されて語学力と人間力が

備わり、これらが相まって「真の国際人」への道

に繋がっていくのではないだろうか。

できるだけ多くの若い世代の皆さんが外の世界

と接する機会を増やし、各人に応じた多様な経験

を通して、自分力・人間力を身に付けた人材として

育っていくことを心より願っている。
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